
新
書
紹
介

都
市
開
発
を
考
え
る

大
野
輝
之
、
レ
イ
コ
・
ハ
ペ
・
エ
バ
ン
ス
著

岩
波
新
書

二
百
三
十
五
頁
　
　
五
百
八
十
円

　
「
豊
か
さ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
や
企
業
収

益
で
み
た
豊
か
さ
が
、
個
人
の
レ
ベ

ル
の
豊
か
さ
に
つ
な
か
っ
て
い
な
い

日
本
社
会
の
現
状
を
表
現
す
る
言
葉

だ
。
郊
外
の
狭
い
住
宅
か
ら
満
員
電

車
に
ゆ
ら
れ
て
都
心
の
オ
フ
ィ
ス
に

通
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
家
事
と
育
児

と
仕
事
に
追
わ
れ
、
時
間
の
ゆ
と
り

を
も
て
な
い
共
働
き
の
女
性
な
ど

「
豊
か
さ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
噛

み
締
め
て
生
活
す
る
都
会
人
は
決
し

て
少
数
で
は
な
い
。

　
本
書
は
、
都
市
づ
く
り
の
あ
り
方

と
い
う
角
度
か
ら
、
こ
の
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
を
解
き
、
本
当
の
豊
か
さ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
何
か
必
要
な
の

か
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

都
市
計
画
の
仕
事
に
携
わ
る
二
人
の

著
者
は
、
「
都
市
開
発
が
、
こ
れ
ほ

ど
活
発
に
行
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が

都
市
の
魅
力
の
向
上
や
住
民
の
豊
か

さ
に
結
び
つ
か
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
問
題
意
識
に
立
ち
、

東
京
一
極
集
中
を
加
速
し
た
り
、
地

方
都
市
の
自
然
や
歴
史
的
環
境
を
破

壊
し
て
き
た
八
十
年
代
の
「
民
活
・

規
制
緩
和
」
に
よ
る
我
が
国
の
都
市

づ
く
り
に
疑
問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
ア
メ
リ
カ

各
地
の
都
市
計
画
や
都
市
開
発
の
具

体
例
を
通
し
て
、
徹
底
し
た
市
民
参

加
の
手
法
や
、
「
成
長
管
理
」
と
い

う
新
し
い
発
想
を
紹
介
し
、
人
間
の

暮
ら
す
場
を
め
ざ
し
た
都
市
づ
く
り

の
指
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
本
書
の
効
用
の
第
一
は
、
ア
メ
リ

カ
の
都
市
計
画
、
都
市
政
策
の
新
し

い
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
計
画
へ
の
住

民
参
加
」
で
有
名
な
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ウ
ペ
イ
開
発
－
本

市
の
M
M
2
1
に
相
似
す
る
官
民
共
同

に
よ
る
新
都
心
づ
く
り
Ｉ
の
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
借
家
人
団
体
、

環
境
保
護
団
体
、
宗
教
団
体
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
連
合
体
が
組

織
さ
れ
、
徹
底
し
た
住
民
参
加
の
計

画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
、
湾
の
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
、

オ
フ
ィ
ス
の
最
高
高
さ
は
四
十
二
階

か
ら
八
階
へ
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
住

宅
（
平
均
所
得
層
が
負
担
可
能
な
価

格
・
家
賃
の
住
宅
）
の
数
が
○
戸
か

ら
三
千
戸
へ
、
公
共
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
が
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
二
十
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
な
ど
、
住
民
の
参
加

が
こ
の
開
発
計
画
の
内
容
の
変
化
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
イ
開
発
で
注
目
す

べ
き
も
う
一
つ
は
、
開
発
審
査
の
過

程
で
開
発
利
益
の
数
値
が
表
に
出
た

と
い
う
画
期
的
な
事
例
で
あ
る
。
一

般
的
に
こ
う
し
た
情
報
は
、
我
が
国

で
は
企
業
秘
密
と
さ
れ
、
発
表
を
強

制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
住

民
の
知
る
権
利
」
と
「
自
治
体
の
住

民
に
知
ら
し
め
る
義
務
」
と
い
う
ア

メ
リ
カ
に
お
れ
る
都
市
開
発
の
原
則

が
徹
底
し
て
貫
か
れ
た
こ
と
を
雄
弁

に
物
語
っ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
し
い
も
う

ひ
と
う
の
事
例
と
し
て
、
「
成
長
管

理
政
策
」
と
い
う
都
市
政
策
の
概
念

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
適

切
な
開
発
の
制
御
に
よ
り
都
市
の
魅

力
と
生
活
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
都
市
の
長
期
的
な
発
展
を
保
障

す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
都
市

開
発
の
速
度
や
規
模
、
内
容
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
政
策
の
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ

（
容
積
率
の
引
き
下
げ
）
、
開
発
者

負
担
の
強
化
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

護
な
ど
の
ほ
か
に
、
オ
フ
ィ
ス
開
発

の
年
間
総
量
規
制
と
い
う
画
期
的
な

内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
効
用
の
第
二
は
、
日
本
の

都
市
問
題
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

の
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の

第
二
章
で
都
市
づ
く
り
を
め
ぐ
る
四

つ
の
誤
解
と
し
て
、
①
都
市
開
発
は

住
民
の
利
益
か
、
②
民
間
活
力
の
活

用
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
③
高
度
利

用
の
神
話
、
④
開
発
規
制
と
都
市
の

成
長
に
つ
い
て
、
海
外
事
例
と
の
比

較
や
具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ

ン
ド
ン
、
パ
リ
の
中
で
、
夜
間
人
口

密
度
の
最
も
高
い
都
市
は
？
、
ま
た

昼
間
就
業
人
口
密
度
の
最
も
高
い
都

市
は
？
」
と
い
う
質
問
に
正
答
で
き

る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。

（
答
え
は
本
書
の
百
十
六
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
、
現
在
、
都
市
計
画
の
分

野
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
ダ
ウ
ン

ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
、
「
Ｔ
Ｄ
Ｒ
（
開
発

権
の
移
転
）
」
、
「
住
宅
リ
ン
ケ
ー

ジ
」
な
ど
の
新
語
に
も
強
く
な
る
こ

と
請
け
合
い
で
あ
る
。

　
本
書
の
効
用
の
第
三
は
、
本
市
の

都
市
計
画
や
都
市
政
策
へ
の
ヒ
ン
ト

で
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ン

ド
ン
、
東
京
な
ど
各
都
市
が
抱
え
る

都
市
問
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
著
者

が
一
貫
し
て
訴
え
て
い
る
の
は
、

「
都
市
の
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と

が
、
都
市
の
発
展
を
可
能
に
す
る
」

こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
安

易
な
規
制
緩
和
は
都
市
の
魅
力
を
破

壊
す
る
ば
か
り
か
生
活
の
質
を
も
低

下
さ
せ
、
結
果
と
し
て
都
市
を
衰
退

さ
せ
て
し
ま
う
、
と
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
現
在
、
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
本
市
の
新
総
合
計
画
の

策
定
や
都
市
計
画
関
連
法
制
度
の
見

直
し
に
際
し
て
、
示
唆
に
富
む
言
葉

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
∧
戸
塚
区
役
所
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